
〇技術提案書（概要版）

N

正門広場
登校時・災害時のたまりの空間、
地域交流スペース

正門広場
登校時・災害時のたまりの空間、
地域交流スペース

正門西門

北門

車両車両子ども達・地域住民子ども達・地域住民

西門広場
ビオトープと防災井
戸のある親水広場

西門広場
ビオトープと防災井
戸のある親水広場

ピロティ
校舎入口前の
待機スペース

ピロティ
校舎入口前の
待機スペース

給食搬入スペース給食搬入スペース

宅盤を下げ
アプローチ

しやすい計画

宅盤を下げ
アプローチ

しやすい計画

２階校庭へ
のスロープ
２階校庭へ
のスロープ

歩車分離
給食搬入口は歩行者出入口と
明確に分離

歩車分離
給食搬入口は歩行者出入口と
明確に分離

・子ども達は東側の正門から、地域住民は正門、北門、西門の多方面から
アクセスできる計画とします。

・各門の前には一時待機スペースとなる広場やピロティを設け、登校時や
災害時のたまりの空間として機能します。

・宅盤高さを、現況の道路のレベルに合わせて下げることで、各門からア
プローチしやすい計画とします。 

敷地・道路を踏まえ、安全・安心に利用できるユニバーサルデザインを取り入れた学校ア
外部からアクセスしやすい配置計画

子ども達
の個人情
報を保護

子ども達
の個人情
報を保護

ロッカー
スペース
の区画

掲示物を隠すロールスクリーン

②夜間・休日時（普通教室）

主事

ラーニング
センター国際

第２音楽

茶室

モール

各室を
見渡せる
各室を
見渡せる

主事室は外部
からも受付が
できる位置

①学校運営時

①学校運営時

②夜間・休日時
・校庭、アリーナ及び特別教室が開放できます。必要に

応じて、普通教室エリアも開放が可能な計画とします。

・学校運営時、夜間・休日の２段階で開放エリアを区画
し、管理しやすく地域に開かれた環境を整備します。

・教室開放時には児童の作品や掲示物をロールスクリー
ンなどで隠し、個人情報の流出を防ぎます。

・教室内の一部にロッカースペースを設け区画すること
で児童の荷物を守り、教職員の管理負担を軽減します。

・1 階の地域開放諸室は、主事室での受付後に利用する
計画とし、主事室から見渡せる位置に配置します。

学校施設のセキュリティ対策、動線計画、児童・教職員のプライバシー保護、管理・運営コストや職員の負担軽減イ
セキュリティと動線に配慮した地域開放

普通教室開放時のプライバシー保護

・工事ヤードとして、地上レベルの正門広場と
ピロティ、車両用スロープを設けた２階校庭
を活用できます。

・正門広場には、レッカー車の寄り付きが可能
です。

・改修対象室を多目的・少人数教室へ一時移転することで学校運営しながらの
教室の改修工事が可能です。

多目的・少人数教室を活用し玉突きで教室の改修が可能

小規模修繕や改修時の工事ヤードを確保
学校運営しながら、メンテナンスや改修工事を容易に行える計画
将来実施が見込まれる大規模な改修工事において、学校への負担を最小限に抑える建築計画での配慮や工夫エ

・ペット同室の避難所は 1 階の諸室とし、外部から直接出入りする計画とします。
ペット同行避難者と、一般避難者の動線と避難所エリアを明確に区分するこ
とで、アレルギーや鳴き声、においなどに配慮します。

・一時避難所となる校庭は、誰もが容易に避難できるよう、直通の屋外階段と
エレベーターを設けます。

・地上レベルの広場とピロティ、１階内部のモールは、避難者が一時的にたま
れる空間として機能します。

・各エレベーターや給水ポンプ、廊下の照明などは、停電時も稼働できるよう、
非常用電源を確保します。

安心安全な防災拠点としての学校

安心してペットと避難が出来る計画

災害時に避難所として利用する際、安全と安心を確保した動線・建物計画での配慮や工夫
（ペットと同行・同室避難の観点も含む）オ

中庭中庭多目的多目的普通
教室
普通
教室

多目的多目的普通
教室
普通
教室

特別
教室
特別
教室

メ
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ー
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学年ユニット学年ユニット 特別教室コモンズ特別教室コモンズ
WCWC

WCWC

DENDEN
中庭中庭

中庭中庭中庭中庭

小さな交流空間小さな交流空間

学びの拠点となる普通教室
・DEN や小上がり空間、ソファなどの多様な家具を各所に配置し、子ども達

や教職員が活動や気分に合わせて居場所を選択できる環境を整備します。
・家具や内装材など見える仕上げに木材を使用し、みなとモデルを達成します。

多様な材種を用い木の個性を学ぶことで豊かな感性を育む場とします。

・茶室と国際学級教室は、子ども達が日常的に使
うラーニングセンターに連続して配置し、多文
化共生が自然に受け入れられる環境を創ります。

・地域住民も利用する１階に配置することで、学
校だけでなく地域全体の国際理解を育む拠点と
なります。

・低、中高学年のそれ
ぞれで設えを変える
ことで、成長段階に
合わせた最適な学習
環境を整備します。

２階から４階の普通教室廻りは、
学びの拠点となる「学年ユニット」と
探究の広場「特別教室コモンズ」を、
「小さな交流空間」でつなぎ、創造的
な学びと緩やかな交流を促進します。

学びと探究が連動する創造的な学習空間
ウェルビーイングを高める多様な居場所

多文化共生を身近に感じる学習空間

木を使った子ども達の居場所 DEN木を使った子ども達の居場所 DEN

「新しい時代の学びを実現する学校施設」、ウェルビーイング、エコスクールの実現、特色ある空間の計画方針ウ

教職員のコミュニケーション空間教職員のコミュニケーション空間

・躯体の長寿命化や、設備の高効率
化で施設運用時・更新時のコスト
削減を図ります。

・校庭棟の一部を後追い工事とし、作業
ヤードを確保します。

  １階は階高が高いため工事車両の通行
が可能で、施工効率の向上と工期短縮
を実現させます。

・プールを 1 階に計画することでシンプ
ルな構造となり、工期短縮とイニシャ
ルコスト削減を実現します。

・設計段階から社会情勢を見据えてコス
トを管理し、施工者へのヒアリングを
基に現実的で適正な工程を設定するこ
とで、入札不調対策を図ります。

・鉄筋トラス付きデッキや鉄筋先組工法
+ 機械式継手の採用により、工事量を
削減し工期短縮につなげます。

高コスト化抑制と入札不調対策 維持管理費削減の工夫

施工効率の向上による工期短縮

昨今の社会情勢の変化に対応し、ライフサイクルコストの削減と工期短縮を実現する工法・配置計画の工夫カ

【維持管理費削減に向けた取り組み項目】【維持管理費削減に向けた取り組み項目】
躯体の
長寿命化
躯体の
長寿命化

・コンクリート基準強度 30N/ ㎜ ²以上
・クラック追従性のある弾性塗装により
コンクリートの劣化防止

・コンクリート基準強度 30N/ ㎜ ²以上
・クラック追従性のある弾性塗装により
コンクリートの劣化防止

・高耐久性、ノーメンテナンス材の選定・高耐久性、ノーメンテナンス材の選定素  材素  材
高効率化高効率化 ・照明の LED化、人感センサー

・庇の日射遮蔽による空調負荷の低減
・照明の LED化、人感センサー
・庇の日射遮蔽による空調負荷の低減

校庭棟の一部を
後追い工事とし
作業ヤード確保

校庭棟の一部を
後追い工事とし
作業ヤード確保

１階部分は工事車両の
通行が可能

建物周囲に
工事ヤード確保

校庭棟校庭棟

校舎棟校舎棟

新しい時代の学びを創造する土台づくり
・最新事例や文部科学省の指針などを共有し、全員でこれからの学びの共通

理解を図ります。ファシリテーターとして経験豊富な設計者が、話しやすい
雰囲気作りを行い未来の学校づくりへと対話を展開させます。

・新しい東町小学校をどのような学校に
したいか、関わる全ての人を創り手と
する４つのプロジェクトを展開し、未
来の東町小を考えます。

みんなで夢を語る「東町小ミライ・プロジェクト」
新しい時代の学びを見据えた学校づくりについて議論できるようなワークショップの進め方キ

東町小ミライ
・プロジェクト

東町小ミライ
・プロジェクト

策定
委員会

児童ワーク
ショップ

教職員ワーク
ショップ

地域ワーク
ショップ

・80 ㎡のゆとりある
教室を確保し、個別
学習から協働的な学
び合いまで、多様な
活動を柔軟に受け止
めます。

中・高学年 広 と々した学習空間
グループ学習や発表等に幅広く対応

背面・側面にも
ホワイトボードを設置

ロッカースペース
で領域を分ける

バ
ル
コ
ニ
ー

バ
ル
コ
ニ
ー

水場とワークスペース低学年

背面・側面にも
ホワイトボードを設置

校庭に直接行き来できる

水場

WSWS

ロッカー兼
作業台

校
庭
校
庭

２階校庭への
車両用スロープ

正門
広場

駐車場や資材置場
となるピロティ
駐車場や資材置場
となるピロティ

学校動線 学校動線 

国際学級教室とラーニングセンター国際学級教室とラーニングセンター

浸水高さ最大 2.0ｍ
1F

2F
3F
4F

5F

プール

学校全体で
学習サイクル

調べる 議論する

発表する まとめる

探究的な学びを促す学校

２階校庭で子ども達の
動線がコンパクトな学校

地域コミュニティの核となる学校

1F( 地域開放諸室 )

2F
3F
4F

5F

生活の基盤生活の基盤

教
室
等

教
室
等

学校全体で
学習サイクル

調べる 議論する

発表する まとめる

調べる 議論する

発表する まとめる

浸水高さ最大 2.0ｍ

子ども達の生活の基盤を
２階とし、上下の移動を
抑え、活動しやすい計画。
水害時にも安全に避難で
きる環境を整備

１階にモールを中心に
沿って開放諸室を配置し、
子ども達と地域住民の日
常的な交流を促す計画

学年ユニットや特別教室
コモンズなど、探究的な
学びを誘発する拠点を学
校全体に配置

地域開放
諸室

地域開放
諸室

プール




